
 臨床研究「糖代謝異常合併妊娠における分娩管理についての検討」 
について 

 

 筑波大学附属病院産婦人科では、標題の臨床研究を実施しております。本研究の概要は以下のとおりです。 
① 研究の目的︓ 糖尿病合併妊娠や妊娠糖尿病などの糖代謝異常妊婦から出生した児は巨大児、新生児低血糖、高

ビリルビン血症、肩甲難産、分娩時外傷などのリスクが高くなります。さらに、糖代謝異常合併妊娠では、32週以降子宮
内胎児死亡の危険性が高まることが知られています。これらを防ぐため、糖代謝異常合併妊娠における分娩誘発につい
て、様々な研究が行われているが未だに結論がでていません。本邦における産婦人科診療ガイドライン産科編2023にお
いては「妊娠 37 週以降は胎児の健常性を適宜評価するとともに 1. 頸管熟化を考慮した分娩誘発 または、2. 自然
陣痛発来待機 のいずれかを行う」という記載となっています。当院では、2020 年 1 月より、糖代謝異常合併妊娠に対
し、分娩誘発を積極的に行うこととしています。本研究は、上記プロトコルを導入する前と後で、帝王切開率や母児の合
併症を比較し、本管理の妥当性を検証することを目的としています。 

② 研究対象者︓2017 年 1 月～2024 年 12 月までに当院で出産された糖代謝異常（妊娠糖尿病、糖尿病）合併

妊婦のうち、単胎頭位であり、予定帝王切開の適応がない患者さん。 

③ 研究期間︓附属病院長による研究実施許可日～2028年 3月 31日まで 

④ 研究の方法︓診療情報（下記⑤参照）を誰の情報か直ちに判別できない状態にし、解析します。 

⑤ 情報の項目︓母体年齢、妊娠方法、母体体格（身長、妊娠前体重、分娩時体重）、糖尿病・妊娠糖尿病に対す

る治療方法、合併症、妊娠・分娩歴、妊娠・分娩経過、分娩結果（児の出生体重、臍帯動脈血 pH、アプガースコ

ア）、新生児の合併症（肩甲難産、低血糖や新生児黄疸など） 

⑥ 情報の第三者への提供について︓ありません 

⑦ 情報の管理について責任を有する者、研究責任者 

所属︓筑波大学医学医療系 臨床医学域 産科婦人科学 

役職︓教授  濱田 洋実 

⑧ 本研究への参加を希望されない場合︓患者さんや患者さんの代理人の方にご了承いただけない場合には研究対象とし

ませんので、下記の連絡先までご連絡下さい。なお、すでに研究結果が公表されている場合など、ご希望に添えない場合

もございます。 

⑨ 問い合わせ連絡先 

筑波大学附属病院︓〒305-8576 茨城県つくば市天久保 2-1-1 

所属・担当者名︓産婦人科 担当 西田 恵子 

TEL︓029-853-3073（産婦人科医局）平日 9-17時 

⑩ 情報の利用開始日︓2025年 9月 1日 

 


